
韓国におけるウメ輪紋ウイルス（Plum pox virus)発生に伴う宿主植物の
輸入停止について

今般、韓国において、２０１６年８月にモモ（Prunus persica）からウメ輪紋ウイ
ルス（Plum pox virus)が確認され、当該感染植物を伐採し、根絶のための調査を実施
している旨の情報公開がありました。

このため、農林水産省は韓国政府に対し、ウメ輪紋ウイルスの発生に関する詳細な

情報（発生地域、防除の内容）の提供を求めております。

これらの情報が確認されるまでは、韓国全域からウメ輪紋ウイルスの宿主植物の輸

入を輸入形態（貨物、携帯品、郵便物）にかかわらず停止することとしましたので、

ご理解とご協力をお願いします。

【輸入停止の対象となる植物】

せいようまゆみ（英名：Spindle tree、学名：Euonymus europaeus）、ながばくこ（英
名：Goji、学名：Lycium barbarum）、ようしゅいぼた（英名：Common privet、
European privet、学名：Ligustrum vulgare）及びさくら属（学名：Prunus spp.）の
生植物（種子及び果実を除く）であって栽培の用に供し得るもの。




